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コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年

を
経
て
、
世
界
経
済
の
成
長
は
鈍
化
し
、
イ
ン
フ
レ
は
高
止
ま
り
し

て
い
る
。

　

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
原
因
と
な
っ
た
国
際
商
品
の
価
格
は

二
〇
二
二
年
中
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
乱
れ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
急
騰
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
、
原
材
料
の
国
際
価
格
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ

る
。
二
三
年
に
は
前
年
の
同
じ
時
期
と
の
比
較
で
見
て
、
上
昇
ペ
ー

ス
は
鈍
化
、
下
落
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
鎮
静
化
に

直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
際
商
品
価
格
の
水
準
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
前
の
水
準
に
比
べ
る
と
な
お
高
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
は
、
二
二
年
は
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
規
制
で
低
調
だ
っ
た
中
国

の
需
要
回
復
の
影
響
を
受
け
る
。
欧
州
の
脱
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
に
よ
る

液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
市
場
へ
の
影
響
や
、
脱
炭
素
化
に
よ
る

化
石
燃
料
へ
の
投
資
抑
制
と
い
う
供
給
面
で
の
制
約
も
続
く
。
食
料

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所 

研
究
理
事

伊
藤
さ
ゆ
り

い
と
う　

さ
ゆ
り　

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、

日
本
興
業
銀
行
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
ニ
ッ

セ
イ
基
礎
研
究
所
入
所
。一
九
年
よ
り
現
職
。

修
士
（
商
学
・
早
稲
田
大
学
）。
専
門
は
欧

州
を
中
心
と
し
た
世
界
経
済
・
金
融
。
著

書
に
『
Ｅ
Ｕ
分
裂
と
世
界
経
済
危
機
』、
共

著
に
『
沈
ま
ぬ
ユ
ー
ロ
』
な
ど
。

世
界
的
イ
ン
フ
レ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
ダ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
、

先
進
国
経
済
は
予
想
よ
り
も
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
。

だ
が
、
利
下
げ
先
送
り
は
新
興
国
経
済
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
・「
断
片
化
」
も
起
き
て
い
る
。

「
開
か
れ
た
国
際
秩
序
」
の
再
構
築
は
で
き
る
か
。

逆
回
転
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

ー
ー
世
界
経
済
の
課
題
と
Ｇ
７

イ
ギ
リ
ス
中
央
銀
行
は
二
月
ま
で
に

一
〇
回
利
上
げ
を
繰
り
返
し
、
政
策

金
利
は
四
％
と
な
っ
た
が
、
イ
ン
フ
レ

は
緩
和
の
き
ざ
し
が
（
代
表
撮
影
／

ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ
）
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の
供
給
網
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
が
続
く
。

さ
ら
に
、
過
去
の
原
材
料
な
ど
の
値
上
が
り
分
の
企
業
間
の
取
引
や

小
売
価
格
へ
の
転
嫁
の
圧
力
は
残
っ
て
い
る
。
賃
金
が
主
な
決
定
要

因
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
価
格
も
遅
れ
て
上
昇
圧
力
が
働
く
。

　

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
、
利
上
げ
効
果
の
浸
透
は
景
気

を
冷
や
す
要
因
と
な
る
。
Ｇ
７
の
中
央
銀
行
（
中
銀
）
は
、
日
銀
を

除
い
て
、
こ
の
一
年
あ
ま
り
、
異
例
の
短
い
期
間
で
大
幅
な
利
上
げ

に
動
い
た
。
二
一
年
一
二
月
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
を

皮
切
り
に
、
二
二
年
三
月
に
カ
ナ
ダ
中
央
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）
と
米
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）、
七
月
に
は
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
が
利
上
げ
を
開
始
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
の
金
融
緩
和
の
強
化

の
結
果
、
利
上
げ
開
始
時
の
政
策
金
利
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
〇
・
一
％
、
Ｂ

Ｏ
Ｃ
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
誘
導
目
標
上
限
）
が
〇
・
二
五
％
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
市

場
介
入
金
利
）
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
本
稿
執
筆
時
点
ま
で
に
Ｂ

Ｏ
Ｅ
で
四
％
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
で
四
・
五
％
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
で
四
・
七
五
％
、
Ｅ
Ｃ

Ｂ
で
三
・
〇
％
ま
で
達
し
て
い
る
。

　

主
要
中
銀
と
前
後
し
て
、
新
興
国
・
途
上
国
の
中
銀
の
多
く
も
利

上
げ
に
動
い
た
。
新
興
国
の
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
国
際
価
格
の

上
昇
に
よ
る
輸
入
イ
ン
フ
レ
の
圧
力
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
な
ど
主
要
中
銀
の

利
上
げ
が
誘
発
す
る
資
本
流
出
、
通
貨
下
落
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る

リ
ス
ク
に
も
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

予
想
よ
り
も
底
堅
く
推
移
し
た
先
進
国
経
済

　

数
十
年
ぶ
り
の
高
イ
ン
フ
レ
と
急
ピ
ッ
チ
の
利
上
げ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
欧
米
の
景
気
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
二
〇
二
二
年
末
〜

二
三
年
初
に
か
け
て
予
想
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
悪
化
し
て
い
な
い
。
米

国
や
英
国
を
中
心
に
、
労
働
市
場
で
は
就
業
に
対
す
る
意
識
の
変
化

な
ど
の
コ
ロ
ナ
禍
の
「
後
遺
症
」
が
残
り
、
景
気
の
勢
い
が
鈍
っ
て

も
需
給
が
緩
み
が
た
く
、賃
上
げ
圧
力
は
続
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
品
な
ど
の
値
上
が
り
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
が
購
買
力

に
及
ぼ
す
影
響
は
所
得
水
準
に
よ
っ
て
異
な
り
、
先
進
国
で
も
低
所

得
層
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ク
ロ
的
に
見
れ

ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
期
、
日
本
を
含
む
主
要
先
進
国
で
は
、

大
規
模
な
所
得
支
援
が
実
施
さ
れ
、
消
費
に
回
せ
な
か
っ
た
こ
と
で

積
み
上
が
っ
た
過
剰
貯
蓄
が
、
物
価
高
の
影
響
を
緩
和
す
る
バ
ッ

フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
ガ
ス
供
給
削

減
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
と
供
給
不
安
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
た
も
の
の
、結
果
と
し
て
暖
冬
に
よ
り
消
費
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
、

需
要
期
前
に
備
蓄
を
積
み
上
げ
た
こ
と
、
価
格
抑
制
や
所
得
支
援
策

が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
景
気
の
底
割
れ
は
回
避
さ
れ
た
。

　

欧
米
の
景
気
が
減
速
し
つ
つ
も
、底
堅
さ
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で
、

市
場
参
加
者
に
よ
る
主
要
中
銀
の
利
上
げ
停
止
の
時
期
に
関
す
る
見
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通
し
も
、「
二
〇
二
三
年
半
ば
」
と
従
来
よ
り
も
後
ろ
倒
し
と
な
っ

た
。
先
進
国
の
イ
ン
フ
レ
鎮
静
化
が
遅
れ
、
利
上
げ
の
山
が
よ
り
高

く
、
高
金
利
の
時
期
が
よ
り
長
く
、
利
下
げ
へ
の
転
換
点
が
先
送
り

さ
れ
る
こ
と
は
、
新
興
国
・
途
上
国
の
通
貨
、
金
融
政
策
、
景
気
に

影
響
を
及
ぼ
す
。
新
興
国
・
途
上
国
の
場
合
、
財
政
余
地
の
制
約
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
対
応
で
も
欧
米
の
よ
う

な
規
模
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
を
輸
入
に
依
存
す
る
国
、
非
資
源
国
の
経
済
は
主
要
先
進
国

よ
り
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮
流
が
変
化

　

今
後
の
世
界
経
済
に
つ
い
て
、
市
場
参
加
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

見
立
て
は
、
楽
観
的
と
も
い
え
る
。
主
要
中
銀
に
よ
る
利
上
げ
停
止

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
見
通
し
は
後
ろ
倒
し
さ
れ
た
と
は
い
え
、

二
〇
二
三
年
後
半
に
は
価
格
転
嫁
の
一
巡
と
景
気
の
減
速
に
よ
る

イ
ン
フ
レ
沈
静
化
が
明
確
に
な
り
、
主
要
中
銀
は
利
上
げ
を
停
止
、

二
四
年
に
は
利
下
げ
に
転
じ
て
、
景
気
は
回
復
に
向
か
う
と
見
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
立
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
世
界
経

済
の
潮
流
で
あ
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
生
じ
つ
つ
あ
る
変
化
の

影
響
を
十
分
に
織
り
込
ん
で
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。世
界
経
済
は
、

規
制
緩
和
、
自
由
化
が
進
み
、
貿
易
、
投
資
、
資
本
移
動
を
通
じ
た

結
び
つ
き
を
深
め
た
。
八
〇
年
代
以
降
の
先
進
国
で
は
低
イ
ン
フ
レ

が
定
着
し
た
が
、
新
興
国
・
途
上
国
、
非
西
側
諸
国
も
巻
き
込
み
広

が
っ
た
、
世
界
最
適
立
地
型
の
供
給
網
が
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
も
の

だ
っ
た
。
中
国
は
、
価
格
競
争
力
と
市
場
と
し
て
の
成
長
性
か
ら
多

く
の
外
国
直
接
投
資
を
ひ
き
つ
け
、
世
界
に
広
が
る
供
給
網
で
重
要

な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
二
〇
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
で
軌
道

修
正
を
迫
ら
れ
、
一
〇
年
代
半
ば
に
転
機
を
迎
え
る
。
気
候
変
動
や

環
境
破
壊
、
強
制
労
働
な
ど
の
人
権
侵
害
と
い
っ
た
効
率
性
を
重
視

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
弊
害
が
明
ら
か
に
な
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
象
徴

す
る
持
続
可
能
な
成
長
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、

世
界
に
お
け
る
影
響
力
を
高
め
た
中
国
と
米
国
の
関
係
が
覇
権
争
い

の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
欧
州
に
お
い
て
も
中
国
へ
の
過
度

依
存
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
り
始
め
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
い
よ
い
よ
「
逆
回
転
」
し
始
め
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
、
西
側
、
特
に
欧
州
と
ロ
シ
ア
の
経
済
関
係
を
、
相
互
依

存
関
係
か
ら
、
西
側
が
金
融
や
技
術
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
「
制

裁
手
段
化
」
し
、
ロ
シ
ア
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
武
器
化
」
し
て
対
抗

す
る
関
係
に
変
え
た
。
戦
争
の
終
結
、
停
戦
の
道
筋
も
い
ま
だ
見
え

な
い
が
、
仮
に
実
現
し
た
と
し
て
も
、
ロ
シ
ア
と
西
側
の
経
済
関
係
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に
は
深
い
亀
裂
が
残
っ
た
ま
ま
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

西
側
と
中
国
と
の
溝
も
深
ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
そ
の
起

源
を
め
ぐ
る
対
立
に
始
ま
り
、
双
方
が
コ
ロ
ナ
対
応
の
あ
り
方
を
批

判
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
も
異
な
っ
た
立
場
を
と
っ

て
お
り
、
西
側
は
、
中
国
リ
ス
ク
削
減
の
必
要
性
を
よ
り
強
く
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 

「
世
界
貿
易
ア
ラ
ー
ト
（Global T

rade A
lert

）」
に
よ
る
集
計

で
は
、
一
〇
年
代
半
ば
以
降
、「
差
別
的
な
措
置
」
の
導
入
件
数
が
、

関
税
の
引
き
下
げ
や
投
資
規
制
緩
和
な
ど
の
自
由
化
措
置
を
上
回
る

傾
向
が
定
着
し
て
い
る
。
特
に
二
一
年
以
降
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
等
の

輸
出
規
制
や
補
助
金
供
与
な
ど
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
貿
易
や
投
資
に
関

わ
る
差
別
的
な
措
置
が
急
増
し
て
い
る
。

　

大
国
地
域
間
の
対
立
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
逆
回
転
、
分
断
の

深
ま
り
は
、
低
成
長
と
イ
ン
フ
レ
を
招
き
、
多
く
の
新
興
国
・
途
上

国
を
繁
栄
か
ら
取
り
残
す
リ
ス
ク
と
な
る
。

分
断
化
・
断
片
化
の
行
方
は

　

大
国
地
域
間
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、世
界
経
済
が
、

冷
戦
期
の
よ
う
に
「
西
側
の
民
主
主
義
国
家
に
よ
る
価
値
の
同
盟
」

と
「
中
ロ
の
権
威
主
義
国
家
」
に
二
分
化
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
数
の
上
で
は
、
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
一
方
に

属
す
る
国
の
方
が
、
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
一
年

を
前
に
し
た
二
月
二
三
日
の
国
連
総
会
で
の
「
ロ
シ
ア
軍
の
撤
収
を

求
め
る
決
議
」
で
一
四
一
票
と
い
う
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
を
得
た
こ

と
が
示
す
通
り
、ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
へ
の
懸
念
は
多
く
の
新
興
国
・

途
上
国
も
共
有
す
る
。
中
国
の
軍
事
行
動
に
懸
念
を
抱
く
国
も
先
進

国
だ
け
で
は
な
い
。
同
時
に
、
西
側
が
、
中
国
や
ロ
シ
ア
へ
の
対
抗

措
置
と
し
て
経
済
制
裁
や
金
融
制
裁
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
る
間
接

的
な
影
響
に
懸
念
を
抱
く
国
も
少
な
く
な
い
。

　

中
国
は
、
ロ
シ
ア
と
異
な
り
、
供
給
網
に
深
く
組
み
込
ま
れ
て
い

る
た
め
、世
界
経
済
に
お
け
る
役
割
が
大
き
す
ぎ
て
、「
切
り
離
し（
デ

カ
ッ
プ
ル
）」
が
困
難
で
も
あ
る
。
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
が
提
唱
す

る
同
盟
国
・
同
志
国
な
ど
信
頼
で
き
る
国
々
に
限
定
し
て
供
給
網
を

構
築
す
る
「
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
」
も
、
基
本
的
に
は
先
端

半
導
体
な
ど
経
済
安
全
保
障
に
関
わ
る
ご
く
限
定
さ
れ
た
領
域
を
念

頭
に
置
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
分
野
で
は
、
過
度
の
依
存

に
よ
る
リ
ス
ク
の
削
減
に
留
め
る
こ
と
が
、
世
界
経
済
全
体
へ
の
悪

影
響
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
的
な
相
互
依
存
関
係
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
相
互
理
解
を
通
じ
た
安
全
保
障
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
理
念
や
理
想
と
は
裏
腹
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
が
「
断
片
化
」
す
る
リ
ス
ク
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
。
西
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側
が
進
め
る
供
給
網
の
強
靭
化
や
持
続
可
能
な
成
長
へ
の
移
行
の
た

め
の
規
制
が
、
中
国
と
の
間
で
の
相
互
不
信
や
、
各
国
に
お
け
る
政

治
的
な
動
機
か
ら
、
適
正
な
範
囲
、
本
来
の
目
的
を
超
え
て
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
積
極
的
に
産
業
政
策
を
展
開
し
て
き
た
中
国
へ
の

対
抗
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
同
盟
国
・
同
志
国
で
も
補
助
金
を
活
用

し
た
戦
略
産
業
の
囲
い
込
み
で
競
い
合
う
こ
と
で
断
片
化
が
進
み
、

効
率
性
の
低
下
、
高
コ
ス
ト
化
に
拍
車
を
か
け
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
米
国
で
二
〇
二
二
年
八
月
に
成
立
し
た
「
イ
ン
フ
レ
抑

制
法
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）」
は
、
三
二
年
ま
で
に
三
六
九
〇
億
ド
ル
（
一
ド

ル
＝
一
三
二
円
換
算
で
四
八
・
八
兆
円
）
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
す
る
グ
リ
ー
ン
投
資
に
振
り

向
け
る
。
世
界
経
済
に
と
っ
て
、
米
国
政
府
に
よ
る
気
候
変
動
対
策

の
具
体
化
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
だ
。
他
方
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
盛
り
込
ま
れ

た
Ｅ
Ｖ
税
額
控
除
の
対
象
車
両
の
要
件
に
は
、
北
米
（
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
）
で
の
最
終
組
み
立
て
、
電
池
材
料
の
重
要
鉱

物
の
う
ち
調
達
価
格
の
四
〇
％
（
二
七
年
以
降
は
八
〇
％
）
が
自
由

貿
易
協
定
を
締
結
す
る
国
で
採
掘
な
い
し
精
製
さ
れ
る
か
北
米
で
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と
、
電
池
用
部
品
の
五
〇
％
（
二
九
年
以
降
は

一
〇
〇
％
）
が
北
米
で
製
造
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
差
別
的
な
措
置
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
や
太
陽
光
、
洋
上
風
力
の
米
国

産
部
品
へ
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
提
供
、
基
準
値
以
上
の
米
国
産
鉄

鋼
を
使
用
し
た
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
へ
の
税
額
控
除
の
引
き
上
げ

な
ど
も
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
製
造
と
関
連

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
確
保
を
支
援
す
る
「
超
党
派
イ
ン
フ
ラ
投
資
法

（
二
一
年
一
一
月
成
立
）」、
半
導
体
産
業
向
け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
の
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
法
（
二
二
年
一
月
成
立
）」、「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

及
び
科
学
法
（
二
二
年
八
月
成
立
）」
も
成
立
し
て
い
る
。
米
国
が

先
端
的
な
製
造
業
の
生
産
拠
点
の
回
帰
（
オ
ン
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
／
リ

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
）
に
力
を
入
れ
る
一
方
で
、
新
た
な
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
国
内
の
政
治
的
な
分
断
は
、

中
国
へ
の
強
硬
姿
勢
と
保
護
主
義
的
な
政
策
に
向
か
い
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
も
産
業
の
戦
略
的
自
律
性
を
高
め
よ
う
と
動
く
。
Ｅ
Ｕ
は
、

二
一
年
に
コ
ロ
ナ
禍
の
復
興
の
た
め
の
加
盟
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
グ

リ
ー
ン
化
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、
共
同
債
で
資
金
を
調
達
し
、
補

助
金
と
低
利
融
資
で
配
分
す
る
復
興
基
金
「
次
世
代
Ｅ
Ｕ
」
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
二
二
年
二
月
に
は
半
導
体
の
域
内
生
産
比
率
の

二
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
を
目
指
す
「
半
導
体
法
」
を
提
案
、
法
制
化

を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
二
月
一
日
に
は
、
欧
州
委
員
会
が

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
技
術
と
持
続
可
能
な
製
品
の
Ｅ
Ｕ
域
内
の
製
造
能
力
の

拡
大
を
支
援
す
る
「
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
産
業
計
画
」
で
、
Ｅ
Ｕ
が

競
争
を
歪
め
る
と
し
て
原
則
禁
止
し
て
き
た
補
助
金
を
よ
り
積
極
的
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に
活
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
欧

州
の
共
通
利
益
に
適
合
す
る
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
）」

と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
一
件
、
バ
ッ
テ
リ
ー
で

二
件
、
水
素
で
二
件
、
複
数
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
戦
略
分
野
の
新
技
術

に
資
金
提
供
を
行
う
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
認
可
し
て
い
る
。
今

後
、
認
定
基
準
の
合
理
化
・
簡
素
化
で
、
新
規
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
迅
速
化
を
狙
う
。
バ
ッ
テ
リ
ー
、
水
素
で
の
追
加
案
件
や
太
陽

光
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
新
規
認
可
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。「
グ

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
産
業
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
財
政
事
情
か
ら
補

助
金
の
供
与
に
制
約
を
抱
え
る
加
盟
国
の
た
め
の「
欧
州
主
権
基
金
」

の
創
設
に
つ
い
て
も
二
三
年
ま
で
に
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

政
府
の
積
極
的
な
関
与
は
、
持
続
可
能
な
成
長
へ
の
移
行
に
必
要

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
が
、
現
在

の
国
際
情
勢
で
は
、
安
全
保
障
重
視
の
姿
勢
に
傾
斜
す
る
こ
と
も
や

む
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
多
く

の
国
か
ら
は
、
豊
か
で
財
政
余
地
の
あ
る
西
側
が
、
自
由
貿
易
の
後

退
、
自
国
・
域
内
優
先
の
保
護
主
義
の
傾
斜
を
強
め
て
い
る
よ
う
に

見
え
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｇ
７
に
お
け
る
日
本
の
役
割

　

Ｇ
７
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
世
界
経
済
の
七
五
・
五
％
を
占
め

て
い
た
が
、
二
〇
二
一
年
に
は
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
五
七
・
八
％
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
国
際
的
な
通
貨
と
し
て
の
利
用
、
国
際
金
融
の
領

域
で
は
Ｇ
７
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
あ
り
、
政
策
や
規
制
の
影
響
力

は
大
き
い
。
金
融
政
策
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
の
基
調
を

決
め
る
だ
け
に
、
慎
重
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｇ
７
に
は
、
第
三

国
に
影
響
が
及
ぶ
経
済
制
裁
と
対
抗
措
置
の
応
酬
、
経
済
安
全
保
障

や
脱
炭
素
化
の
た
め
の
産
業
支
援
の
領
域
の
無
秩
序
な
広
が
り
を
抑

え
る
責
任
も
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
約
束
に
あ
る
通
り
、
持
続
可
能
な

成
長
へ
の
移
行
で
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
共
に
実
現
す
る
意
思
を
示
す
こ
と
が
重
要
だ
。

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
価
値
観
を
共
有
す
る
国
々
と
し
て
の

結
束
を
示
す
こ
と
は
重
要
だ
が
、
経
済
力
、
財
政
余
地
の
大
き
さ
、

規
制
形
成
力
を
武
器
と
し
て
、
既
得
権
益
を
守
ろ
う
と
す
る
国
々
の

集
ま
り
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
行
動
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｇ

７
は
、
世
界
経
済
の
変
化
に
合
わ
せ
た
多
国
間
に
よ
る
開
か
れ
た
国

際
秩
序
の
再
構
築
に
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
。
気
候
変
動
、
債
務
問
題

と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
国
々
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し

て
は
、
中
国
と
も
協
力
し
て
、
解
決
の
道
を
探
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
国
を
務
め
る
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

Ｇ
７
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
相
互
理
解
の
促
進
、
信
頼
構
築
に

向
け
た
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
な
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
●




